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§１．研究成果の概要 
 

本研究は環境適応を可能にする生物の体内機構を明らかにすることを目的として、ショウジョウ

バエの生殖休眠を司る脳内多細胞システムの解明を進めている。 
2019 年度は新たな休眠評価法の確立を行った。従来、ショウジョウバエの生殖休眠は卵巣内に

卵黄蓄積があるか否か見分けることにより判断されていた。しかし、この手法は択一的な評価であり、

本来は連続的に変化する卵巣の発育状態を評価するためには必ずしも適切であるとは言えない。

加えて、卵巣内の卵黄は、特に微量である場合、識別が容易ではないため、判別にエラーが生じ

やすく、スループットも低い。これら従来法が抱える課題は本プロジェクトを推進する上で軽視でき

ないものである。そこで、より高効率で信頼性の高い休眠評価法の開発を試みた。 
具体的には、卵黄タンパク質遺伝子に緑色蛍光タンパク質（GFP）遺伝子をつなげた組換え遺

伝子を持つハエを作成することで、蛍光色素による卵黄の標識を行った。その結果、この遺伝子を

持つ雌の卵室では、本来卵黄が蓄積する場所に一致して GFP の局在が確認された（図 1）。また、

卵黄を増減させることが既知である飼育条件の操作や遺伝学的操作を行ったところ、GFP の蛍光

強度はそれら操作に対応して予想された通りの変化を示した。したがって、この手法により、卵黄の

視認性の向上と定量化の両者が達成され、今後の休眠研究における重要な技術基盤を確立する

ことに成功した。 
 


